


緒言 

従来,母性保健の領域では妊娠・出産が主たる問題とされ,母性保健という言葉は事実上殆

ど妊産婦保健管理と同義に用いられて来た感がある。実際,我が国の妊産婦保健のレベルの

向上は著しく,最近の妊産婦死亡,周産期死亡等の指標の改善は,まことに目覚ましいもの

があり,更に出生率の大幅な低下,老人保健の重要性の増大も加わって,最早母性保健の問

題は解決されたように考える者さえあるように見受けられる。 

他方,子供の情緒障害,自殺,家庭内あるいは校内暴力,非行などが社会問題となっており,

これらの原因の一部が,母性機能の喪失にあるという指摘が,識者によって為されている。

更に 10 代の男女の性行動の活発化が目立つようになり,若年妊娠とその中絶の増加が,新

たな問題として浮上してきている。 


